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ソフトウェアで既存 PC をシンクライアント化する新製品、 
「Resalio Lynx 700」発表 

 

アセンテック株式会社（本社：東京都豊島区、代表取締役社長：佐藤 直浩、以下アセンテ

ック）は、累計 25,000本の販売を誇る自社ソリューション「Resalio Lynx（レサリオリンクス）」を発

展させた新製品である「Resalio Lynx 700」を、ここに発表します。 

 

「Resalio Lynx 700」は、新しいコンセプトであるソフトウェアディファインド・シンクライアント

（Software Defined ThinClient）を実現します。本製品により、既存の Windows PC を容易にシ

ンクライアント化し、高いセキュリティレベルの仮想デスクトップ専用端末として利用できます。

また、独自の管理ソフトウェアを用いて、OS のバージョン管理、OS のアップデート作業などを

一元管理することが可能となります。 

 

年額わずか 3,000円（保守料込、バージョンアップ権込）と、低料金でテレワークの実現が可

能となり、これを通じて昨今、社会的な課題となっている“働き方改革”に貢献します。なお、当

社は、「Resalio Lynx 700」に関する特許を出願しています。 

 

【ソフトウェアディファインド・シンクライアントという新しい概念】 

昨今グローバルの IT市場において「SDx（ソフトウェア定義～）」の概念が広範に浸透し始め

ており、物理インフラをソフトウェアでコントロールしようという潮流がより強まっています。サー

バを対象とした SDC（Software Defined Computing）やストレージを対象とした SDS（Software 

Defined Storage）、ネットワークを対象とした SDN（Software-defined Networking）などが一般的

ですが、当社は、これらに続くソフトウェアディファインド・シンクライアント（Software Defined 

ThinClient）を実現する製品として、この「Resalio Lynx 700」を新たに提案します。 

 

【働き方改革への貢献】 

昨今、長時間勤務などによる弊害が大きな問題となっており、労務問題の解決が各企業に

おいて重要度を増しています。しかし、企業としての生産性を担保しつつ、労働時間を削減す

るためには、柔軟な働き方へと改革を推進し、従業員の労働生産性を高めていくことが必要と

なります。本製品は多くの端末を極めて手軽にセキュアなシンクライアントに変えることが可能

となる製品であり、在宅やリモートワークを推進し、働き方改革の実現に、クライアント端末の側

面から一歩近づけるソリューションであると考えています。 

 

 

 



 

 
 

【Resalio Lynx700 の仕組み】 

※USB メモリインストール、PXEブートインストールも可能（開発中） 

 

【Resalio Lynx700 の特長】 

 ・既存 PCを簡単にシンクライアント化。VDI 接続、クラウド専用の端末として利用可能 

 

 ・従来の Resalio Lynx と異なり、OS導入後、USB起動は不要となり、内蔵ディスクから起動 

 

 ・主要な画面転送プロトコルに対応：Citrix/VMware/RDP 

 

 ・各種ポータルサイトへの接続、認証等の作業用にローカルブラウザ(Firefox)を搭載 

 

 ・VPN接続サポート：Cisco SSL VPN 

 

 ・設定サーバから設定情報をダウンロードして、端末を自動かつ一括設定 

 

 ・設定サーバから最新ファームウェアをダウンロードし、端末ソフトウェアを自動更新 

 

 ・簡単な手順で市販の PCをシンクライアント化 

 

 ・端末のキッティング作業を簡略化 

  - 1台 1台手で設定する必要はなく、共通の設定ファイルを配信 

 

 ・最新のソフトウェアへの更新に対応 

  - 最新のファームウェアファイルを定期的に提供 

 

 ・ソフトウェア起動時は内蔵ストレージへの書き込みを行わない(ネットワーク設定等を除く) 

  - 端末の紛失・盗難による情報漏洩対策 / ウィルス、マルウェア等感染被害防止 



 

 
 

【Resalio Lynx 700 スペック】 

端末ソフトウェア仕様 

 ・ベース OS   Ubuntu16.04 

 ・Linux カーネル  Linux 4.8.0 

 ・OS起動方式   BIOS(32bit OS) 

    UEFI(64bit OS) 

 ・対応画面転送プロトコル  ICA(CitrixReceiver 13.2.1) 

    PCoIP(VMware Horizon Client 3.5.0) 

    RDP(Remmina 1.2.0) 

 ・対応 VPNプロトコル  Cisco SSL VPN(OpenConnect 7.06) 

    OpenVPN(OpenVPN 2.3.10) 

 ・Webブラウザ   Firefox 53.0 

 ・無線 LAN認証方式  WPA/WPA2 Personal(パスワード認証) 

    WPA/WPA2 Enterprise(証明書認証) 

端末ハードウェア要件 

 ・CPU    x86/x86_64 2GHz 以上 

 ・RAM    2GB以上 

 ・ストレージ(HDD/SSD)  5GB以上 

 ・LAN    有線 LAN(100base-T 以上) 

    無線 LAN(IEEE802.11abgn)  

※IEEE802.11ac は非サポート 

 ・ディスプレイ   解像度 1024x768 以上(推奨 1920x1080以上) 

 ・キーボード   要 

 ・マウス、タッチパッド等  要 

 ・サウンド   音声出力/音声入力に対応 

 ・光学ドライブ   CD/DVD-ROM ドライブ(インストール時のみ必要) 

 

※本製品インストールにより、既存 PCにインストール済の Window OS は消去され、 

Resalio Lynx 700 の OS に書き換えられます。 

 

■販売経路 

アセンテック株式会社の販売パートナーより、お客様に提供 

 

■料金 

3,000円（保守料込、バージョンアップ権込） 



 

 
 

【Resalio Lynx とは】 

USBシンクライアント「Resalio Lynx」は、既存 PCに USBを差すだけでセキュアに仮想環境

へ接続できる USB シンクライアントソリューションです。 昨今では BCP（Business Continuity 

Plan/事業継続計画）や BYOD（Bring Your Own Device/私有デバイスの業務利用）、場所や

利用端末にとらわれない、在宅勤務や機動的なワークスタイルへの変革といった側面でも大き

な注目を集め 、ますます導入の拡大が進んでいます。 サーバに集約されたデスクトップ環境

に対し、USB キー1 本でどこからでもアクセス可能となるため「Resalio Lynx」により手軽に在宅

勤務を実現することが可能です。 

スタンダードタイプの「Resalio Lynx 300」と高度な管理機能を追加した「Resalio Lynx 500」をラ

インナップしています。 

 

■アセンテック株式会社について 

https://www.ascentech.co.jp/ 

 

当社は、世界の VDI 市場をリードする Citrix 社および、米国を始め各国で高いシェアを誇

る Dell Wyse 製品の 1 次代理店です。また、デル株式会社のプレミアパートナーとして、包括

的に製品を取り扱っています。これらと同時に、アセンテック自社開発の低コスト仮想デスクトッ

プソリューション「リモート PC アレイ（RPA）」、USB キー1 本で簡単シンクライアント化を実現す

る「Resalio Lynx」を開発/提供し、仮想化インフラの設計、構築も含め、「VDI トータルソリュー

ション」カンパニーとしてお客様に付加価値の高いソリューションを提供しています。 

また、ストレージ領域においても、グローバルで高い支持を集める“アダプティブ・フラッシュ/オ

ールフラッシュストレージ Nimble Storageや、最新の SDS Nexenta、Microsoftのクラウド統合ス

トレージ StorSimpleを提供し、拡大し続けるストレージ市場にも対応しています。 

 

＜お問合わせ先＞ 

アセンテック株式会社  

○IRについてのお問い合わせ 

TEL：03-5956-5685 E-mail：ir@ascentech.co.jp 

 

○製品についてのお問い合わせ 

TEL：03-5956-5685 E-mail：eigyo@ascentech.co.jp 

 

Resalio ロゴは、アセンテック株式会社の登録商標または商標であり、日本国内において登録されてい

ます。その他の商標や登録商標はそれぞれの各社が所有権を有するものです。 

アセンテック株式会社は、「Resalio Lynx 700」に関する特許を出願しております。 

 

※現時点では業績等への影響は軽微であります。 

https://www.ascentech.co.jp/

